
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師
70％以上

・導入での学習意欲向上。展開での話
合い活動の持ち方やワークシートなどの
工夫。終末による，ふりかえりの時間の
確保。

Ａ

・学力向上アクションプランの2学期の自己評価において、
単元全体の見通しを持たせることやワークシートの工夫、Ｐ
Ｗへの手立てへの評価が高くなった。 Ａ

・１２月の県学力調査の結果をもとに、教
科毎に成果課題を分析を行った。根拠をも
とにして書く、理由付けをしながら書く活
動に次年度は重点を置いて取り組むことを
共通理解。

Ａ

・児童の実態を捉えて、必要な力をつけ
たり、研究授業を重ねたりして、全職員
で一つになって進めてもらっていること
はすばらしい。

○朝の特設タイムの設定
　（スキルタイム，朝の読書）
○さし人学習の充実
　(ひとみタイムの設定)

○期末テストの漢字・計算テストにおい
て，６０％以上の点数を目標とする。
○話合い活動のアンケートにおいて，話
合い活動が有効であると感じる児童７
０％以上

・朝の特設タイムや授業はじめによる漢
字・計算を計画的に実施し，実行。
・授業の中で，目的や意図に応じて，話
し合うべき必然性を設ける。 Ａ

・１１月下旬に期末の漢字・計算テストを実施し，漢字の
平均が８６,７　計算の平均が８５,４であった。
・11月に実施したアンケートでは、84％の児童が授業で考
えを発表したり、友達の意見を聞いたりしていると回答。
89％の教職員が伝え合う活動を入れた授業づくりに取り組
んでいると回答。校内研究への取り組みに成果が見られ
る。

Ａ

・２月下旬に期末漢字・計算テストを実施。漢字の平均

が、８７．８，計算の平均が８４．８であった。前期との

比較では、漢字が＋１．１ポイント、計算は難度が少し上

がり－０．６ポイントであった。宿題をきちんと出してい

るかという項目に対して９０％の児童がきちんと出してい

ると回答した。取り組みの成果はあがっていると思うが、

次年度は基礎基本の力をつけるために、課題提出の意欲を

向上させたい。

Ａ

・朝の時間を有効に活用されている。短
時間の集中力を家庭学習でも活かして
いくように保護者としても声かけをした
い。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

○縦割り活動後の振り返りで、活動に
対して肯定的な回答をした児童が８０％
以上。

・縦割り活動を年10回以上実施し、その
都度振り返りを行う。

Ａ

・11/18のしろうおタイムで「楽しかった」と81％の児童が、
10/16のたてわり掃除で「協力してできた」と94％の児童が回
答した。
・2学期までに縦割り活動を10回行った。3学期に5回行う予定
である。
・活動後には、縦割り掲示板で他学年の交流ができた。

Ａ

・感染症拡大の為、縦割り活動は、、３学期は実施できな
かったが、最終アンケートで９２％の児童が協力してできた
と回答。
・６年生を送るでは、各学級、学年ごとにお世話になった６
年生への感謝の気持ちをビデオメッセージにして伝える形
で異学年交流ができた。

Ａ

・感染症拡大の中、できる限りの活動し
ていることが伝わってくる。子どもクラブ
の活動や地域行事も限られた一年だっ
たので、学校における異学年交流は子
どもの育ちを助けるよい取り組みだと感
じている。

☆人権・同和教育担当
　　　　　　江川・山本
☆特別活動　前川
☆特活担当

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○「学校に行くことが楽しい」と回答す
る児童が８０％以上。
○「児童が楽しく学校に通えるような指
導・支援をしている」と回答する職員が
９５％以上。

・月１回の「心のアンケート」を実施し児童の実
態を把握する。
・「生徒指導・教育相談協議会」を月１回実施
し、情報共有と組織的対応を図る。
・事案発生時には「いじめ防止対策委員会」を
開き、組織的に早急に対応する。

Ａ

・「学校に行くことが楽しい」と87％の児童が、「児童が楽しく通える指

導・支援をしている」と96％の職員が回答した。

・「心のアンケート」を実施し、必要に応じて相談を行った。また、ケース

会議を実施し、早急に対応をはかっている。

・生徒指導、教育相談の協議会を毎月１回開催し、全職員で指導の反

省や情報の共有を行い、指導、支援の方針を共通理解した。
Ａ

・「学校に行くことが楽しい」と回答した児童は、年度末ア
ンケートでは９１％であり、中間評価よりやや向上している。
・「心のアンケート」や「法によるいじめアンケート」を実施
し、その都度、担任や級外で聞き取りをし、早期解決に努め
た。件数も多いので、情報共有、経過観察は日常的に必要
であり、次年度もチームで指導にあたる。

Ａ

・「心のアンケート」をこまめにとって、い
じめ等に対して、全職員で共通理解をし
て早期対応をしてもらっていることが有
難い。
・９０％以上の子どもと保護者が、学校
が楽しいと回答しているところにも先生
方の努力を感じている。

☆生徒指導担当　田川
☆教育相談　山本
☆各担任
☆生活の担当

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて取り組もうとする教育活動
キャリア教育

◎「自分の夢や目標に向かって、生活や
勉強の仕方を工夫できた」という児童
(6年生)が80％以上

・児童が記録するワークシートや日記等を「キャリ
アパスポート」に蓄積し、振り返りと見通しができ
るようにする。
・児童の資質・能力を育むために特活・総合・道
徳等で計画的に授業を実施する。

Ｂ

キャリアパスポートファイルを全児童に配付し、全職員にそ
の意義を浸透させた。1学期末・2学期末には各学年の発
達段階に応じた振り返りを行い、次の学期への見通しを持
たせた。

Ａ

・特別の教科道徳の中に位置づけた人権教育の必須教材
や教科書教材で、人の生き方に学び、自分を見つめ直す
学習をどの学年も積み、ファイリングした。学期末・学年末
の振り返りを行うことで、今の自分の学びを確認し、次へ生
かす手立てに活かすことができた。

Ａ

・講師の方を招いて人権教室をしていた
だき、生き方や心の有り様を考える機会
になっている。授業で学んだことをファイ
ルしていく形式もよいことだと感じる。

☆教務　泉
☆各担任

●健康・体つくり
（体）

●「運動習慣の改善や定着化」

●「望ましい生活習慣の形成」

○児童が主体的に運動に取り組むこ
とができる環境づくりに努め、授業
以外で運動やスポーツを行う時間が
１週間で４２０分以上の児童８０％
以上を目指す。

○12月の時点で、虫歯の処置完了児
童の割合を６０％以上にする。
○好き嫌いをしないことと食事中の
マナーを柱に食育の充実を図る。

・体育委員会を中心として「スポーツチャレン
ジ」への参加を全校に呼びかけ推進する。
・なわとびタイムやマラソンタイムを実施し、
記録カードの配布や、意欲向上につながる
掲示、放送でのよびかけなどを行う。

・「ほけんだより」や掲示物等で、歯磨きや虫
歯治療に対する、児童や保護者の意識を高
める。
・個別に受診勧告をし、虫歯予防や虫歯治
療へ とつなげる。
・「食に関する指導の年間計画」に基づき、
各学年に応じた指導を確実に実践する。

Ｂ

・「外で遊んでいる」と児童の８２％が回答しているが，保
護者の「外で体を動かし，よく運動している」という項目で
は，７２％であった。このことから，家庭ではあまり運動や外
遊びをしていないのではないかと推測される。なわとび等
の記録カードを家庭でも活用することで運動する機会を増
やしていきたい。
・虫歯予防指導をしたり，受診勧告を数回したことで受診
率６８％と目標を上回ることができた。今後も個別指導する
ことで受診率を上げたい。
・1学期は，各学級の残菜が多かったが，量を調整したり，
放送で呼びかけたりすることで全体的には残菜量が減っ
た。

Ｂ

・業間には、縄跳びタイムやマラソンタイムを設
け、運動の奨励をした。その為、外遊びをしてい
ると回答した児童は、９２％になり、前回より向上
している。
・１日３回の歯磨きをしていると回答した児童は、
９４％。虫歯予防の為、３年生を対象にしたブラッ
シング指導も行った。受診率は７０％であり、保
護者への啓発が継続して必要。
・全国学校給食週間時には，給食委員会で１週
間食に関する放送を入れたり，全校で川柳や給
食センターの方への手紙を書いたりと食の大切
さを学んだ。量を調整したり完食する児童も増
え，残菜量も減った。

Ｂ

・マラソンタイムのカードを配布され、全
校的な取り組みとしているところが、子ど
も達の意欲につながっている。
・歯磨きはや食生活の習慣は、家庭教
育でしつけることが大切であると感じる。
学校だけでなく、家庭のほうでもがん
ばっていきたい。 ☆保体部　山下

☆保体部

●業務改善・
教職員の働き方
改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。
【月４５時間】

・定時退勤日の設定（金曜日）
・会議の提案等は、ＰＤＦデータにて、
パソコンを活用。
・ワークシート類は、共有フォルダーに
入れ、自由に活用しながら改善。 Ｂ

・会議データは可能な限りデータ化し、授業で使用する
ワークシート類は、共有フォルダーに入れ、改善しながら活
用。職員会議は、予定時間内に確実に終わるように議題の
提案の仕方の工夫、精選ができている。
・週１回の定時退勤を実行できている職員は50％程度。学
校行事の精選を意識し、定時退勤ができる環境作りが管
理職に今後必要。

Ｂ

・各部会、各担当での打合せを確実に行ってい
るため、提案や実践がスムーズにできている。
・教務主任をはじめとするミドルリーダーが主軸
となり、カリキュラムマネージメント研修を行い行
事の見直しを図り、次年度へつなぐ教育計画作
成ができた。

Ａ

・先生方の業務は、とても煩雑で大変だ
と思う。子ども達のために多くの準備を
され、授業にも臨んでおられるのがよく
分かる。有難い反面、プライベートな時
間も大事にしていただきたい。

校長
教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育
の推進

○（学校独自重点取組・任意）
教員の専門性と意識の向上

○（学校独自成果指標・任意）
特別支援に関する意識が向上した教員
80％

・校内教育支援委員会を年に6回以上
開催し、情報の共有を図る。
・個に応じた支援方法を研修し、特別支
援に対する見識を深める。
・年度当初に個別の支援計画や指導計
画を活用して共通理解を図り、個に応じ
た対応を行う。

Ｂ

・市の支援委員会前や必要に応じて，校内支援委員会を2
学期までに8回実施し，情報の共有を図った。3学期も支
援について，開催を予定している。　　・研修会などに参加
し，必要に応じて有効な手立てなどを知らせた。
・年度当初に支援が必要な児童の前年度の支援の方法を
知らせ，個別の支援計画・指導計画を作成したり有効な手
立てについて話し合ったりした。

Ａ

・職員間で連携を密にし、情報共有をしながら、
支援の必要な児童への手立てを考え実践してき
た。
・年度当初に作成した個別の支援計画や指導
計画をもとに、今年度児童にどのような伸びが
あったか、次年度への引き継ぎ事項を全職員で
確認している。

Ａ

・支援の必要な子ども達に適切な指導を
していただいていることを、日常的に感
じている。

☆特支
コーディネーター岩本
特支担当　峰
　

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・朝の特設タイムや課題の出し方を工夫し、土台となる基礎の力をつけさせる。漢字・計算のテストにおいて平均85％達成をめざす。
・人権教育を推進し、「人にやさしい言葉遣いができると回答する児童」と「学校が楽しいと回答する児童」が85％以上をめざす。
・カリキュラムマネージメント、業務の効率化を進め、職員の時間外勤務時間を短縮するよう努める。週末の定時退勤の徹底を図る。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

　　○校内研究にしっかりと取り組み、全職員で授業スタイルの共有と授業力向上に努めた。実践を深め、学力の個人差に対応していくことが課題である。

　 ○地域の人材を活用し、地域から学ぶ活動をカリキュラムに位置づけた。地域から学び考えたことの発信ができるカリキュラムの改善をすることが課題である。

　 ○学校教育活動全体の中に人権教育を位置づけ、心の教育を推進できている。「人にやさしい言葉づかい」を意識させ、自尊感情の醸成をはかる取組の工夫が必要である。

２　学校教育目標

持　　　　　　　　　　　　持続可能な社会の創り手となるたくましい児童の育成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～めざす子どもの姿～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「気づき、考え、実行する」子ども

３　本年度の重点目標
　○９年間を見通した、小中連携の授業スタイルの確立と共有。共通した取組を考え、学力向上を図る。

　○学校教育全体において人権教育を推進し、合い言葉「人にやさしい言葉づかい」を意識させ、自尊感情を高める。

学校名 唐津市立佐志小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上
　　（知）

重点取組
具体的取組

●心の教育
　　（徳）

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

☆学力向上
コーディネータ－　増本

☆研究主任　鈴里
☆まなび部


